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様式第１号 

会 議 録 

会 議 の 名 称  令和４年度 第２回所沢市文化財保護委員会 

開 催 日 時 
令和 ４年 １１月７日（月） 

午後３時００分 から 午後５時００分 

開 催 場 所 生涯学習推進センター３階 ３０１会議室 

出 席 者 の 氏 名  
林 宏一  新井政明  金井秀人  金澤 光  新藤康夫 

宮本八惠子 谷川章雄  羽生修二  佐藤孝之 

欠 席 者 の 氏 名  なし 

説明者の職・氏名  

議 題 

議事 

１ 指定文化財の審議について 

２ その他 

・鈴木家住宅調査 

・「所沢絣 附 製作用具一式」の追加指定 

 

報告 

１ 所沢市寿町歴史的建造物整備活用基本方針素案の報告 

２ 事務局からの各種報告 

 

会 議 資 料 

議事その他資料：１ 鈴木家住宅調査について 

議事その他資料：２ 所沢絣 附 製作用具一式対象資料一覧（内訳） 

報 告 資 料 ： １ 所沢市寿町歴史的建造物整備活用基本方針（素案） 

報 告 資 料 ： ２ 文化財保護課の事業報告 

担 当 部 課 名 

教育総務部 

 部 長 千葉裕之  次 長 皆川博幸 

文化財保護課 

 課 長 稲田里織  副主幹 川島一禎 

           副主幹 内野忠雄 

主 査 赤松正美 

主 査 田島直子 

主 任 宮内洋英 

主 任 木村立彦 

会計年度任用職員 矢田和美 

教育総務部文化財保護課  電話０４（２９９１）０３０８ 
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発言者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 
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委 員 

委 員 

 

議 長 

 

委 員 

 

開会 

金澤委員・金井委員への委嘱状交付 

部長あいさつ 

文化財保護委員長あいさつ 

林委員長が議長となり、議事を進める。 

「所沢市情報公開条例」に基づき本会議、会議資料、会議録の公開

について諮り、公開とすることを議長が宣言。次に、会議録につい

ては要約方式、発言者の委員名は出さず「委員」の表示とすること、

会議録の確定は議長（委員長）の承認で行うことを確認した。 

 

議事 

１、指定文化財の審議について 

「木造千手観音及び両脇侍像」について事務局から説明。 

この案件については、前回の会議に出席した委員には現地で確認

いただいた。秘仏本尊（以下、「本尊」）は、江戸時代に修理・保

存されたようで、後世の塗りがかなり厚く、目鼻立ちも衣の線もあ

まりはっきりしない。厚塗りの彩色をはがすとお顔や体が殆ど剥落

しているような状況ではないかと考えられる。一時期、相当風雨に

さらされていたのではないか。 

本尊は地方的な鄙びた造形で、おそらくこちらの像が先に、その

後不動明王像と毘沙門天像が作られ、三尊として構成されたと考え

られる。脇侍の方がしっかりとした彫刻をしているが、全体として

鄙びており地方的な感じで、本尊に比べると、脇侍の方がはるかに

当時の典型的な彫刻様式をよく伝えている。同じ時代で多少制作時

期の前後はあるが、不動明王像と毘沙門天像を脇に配し、三尊形式

で残されているのは、彫刻史的にも貴重であり県内をみても他にあ

まり例がない。山口観音の成立の古さをこれによって理解出来ると

いうことは、所沢市はもとより、埼玉県の彫刻史においても研究史

的に評価できる物件であると思う。 

本尊の台座も古い形を保っており、本尊とほぼ同じ時期の制作で

はないかと考えられる。光背や脇の手は全て後からのものである

が、お寺の歴史の中できちんと伝えられてきたと考える。 

文化財は原則として公開だが、秘仏本尊のため常時の公開は難し

いという点を委員の方々に検討して頂き、指定に向けて審議いただ

きたい。 

なお、御前立は台座が前後逆に安置してあり直しようがないが、

かなり忠実に本尊の形を写しているので、実物を見ながら模刻した

のではないかと思われる。 

そういう意味では御前立としての役割は十分備えている。 

台座の向きや、部品が取れているものは、文化財指定された場合

には是非直した方がよいのではないか。 

お寺も施設の維持で大変だが、文化財指定になると、修理費の補

助も考えられ、計画を作って進めていくことはできると思う。 

現在、御前立は内陣の裏に安置されているが、本尊の厨子は扉が

いつも閉められているので、御前立を厨子の前に安置するというの

もありではないか。 

様式第２号 
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議 長 

 

 

委 員 
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議 長 

 

 

事務局 

議 長 

 

内陣の裏には、平安末期から鎌倉期に制作された裏本尊が安置さ

れており、いつも裏から拝めるようにはなっている。お寺がどのよ

うにそれを考えるか、一つの提案としてはどうか。 

裏から拝めるにしても、台座が前後逆というのは直した方がいい

のではないか。 

その辺は今後指定になった際にお寺に相談をして改善していく

ということはできると思う。 

三尊構成というのは非常に文化財的価値が高いという理由に挙

げられると思う。本来ならば三尊並んでいる様子を公開してもらう

という事が一番の決め手だと思うが、お寺の都合があると思うの

で、文化財指定としては三尊三点が並んでいるという事に価値があ

るというところを強く強調し、公開する機会を少しでも増やしても

らいたいというような意見を伝えてもいいと思う。 

公開は所有者の判断もあるので、公開を前提にして指定をという

のは如何か。優良な文化財であると判断できれば指定するべきでは

ないか。公開に関しては、写真などそっくりなものが映像で出ると

秘仏としての価値がなくなる気がする。 

秘仏というのは長い歴史の中での信仰の対象であり、大変価値が

あると思う。所有者の意見を尊重していくのが良いと思う。 

本件については、所有者に指定の審議をする際には強く公開を求

めないという事で、審議案件としている。なお、文化財保護課では

平成２９年のゴールデンウイークに３３年に１度の御開帳がある

と伺い、その機会に合わせて調査を依頼して実施した。御開帳の際

には、商業観光課等と連携して記者クラブへの資料提供もしてお

り、その資料では、御前立の写真を公開して、秘仏本尊をイメージ

して頂くようにした。 

これまでの信仰的な一つの伝統を守るということで、所有者の意

見を尊重しつつ三尊として指定する方向でよろしいでしょうか。市

内では鎌倉時代の三尊像など指定の物件が少しずつ増えている。こ

の三尊像は時代が更に古く、ある意味ではこの地域の平安時代の歴

史と環境を想像させるような様式表現をしているという事でも意

義があるので、指定の方向で今後作業を進めるという事でよろしい

か。 

秘仏本尊と両脇侍像の三体を指定するという事でよろしいか。 

今後、指定の内諾をいただくにあたって、宗教上の理由などご無

理がなければ、秘仏の姿をよく映している御前立を、秘仏の厨子の

前に安置することも所有者に相談していきたいと思う。 

是非そういう形ができればよいと思う。 

 

２ その他 

「鈴木家住宅調査について（その他資料１）」に基づいて説明 

鈴木家住宅の資料調査についてご説明頂きました。 

所沢市西新井の草分け的な旧家であり、養蚕のほか、所沢飛行場

開設についても色々な関わりがあった家だが、近々取り壊す予定が

あるということ。建物調査について、建造物担当委員からご所見は

あるか。 
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養蚕農家の養蚕飼育法と関わる中で改造されたという事で大変

興味深い。明治期の養蚕が盛んだった時に普通の農家が二階を中心

に大改造するという例はよくあるが、鈴木家の場合は養蚕飼育法を

きちんと学んでそれに基づいていることが実証されており、大変貴

重だと思う。また、養蚕農家としての使われ方の変化を報告書の中

でまとめて頂いたので良い記録だと思う。 

養蚕農家としての建造物の所見について、ご協力いただいた委員

から補足など説明はあるか。 

１２月末に所有者との打合せを行い、調査には１月から入った。

長屋門と母屋はより多く質のいい繭を取ろうと、いたるところに工

夫が見られた。蚕室の調査を詳しく実施したところ、２階の大広間

に釣り鴨居と敷居が張り巡らされており、部屋を狭くして暖房効率

を上げ、蚕の成長に合わせて間仕切りを変えるなど、効率をよくし

て繭に仕立て上げる為の工夫がされている。 

順気社の指導の下に行われており、報告書には間に合わなかった

が、古文書から「明治２３年２４年に蚕が全くとれない、大失敗」

との記載があった。その後仲間を９名集めて、群馬の順気社の社員

となり、教授を呼んで指導を受けたとのことで、２７年に母屋の方

向転換と２階蚕室部の増築、桑畑の品種改良、蚕の種の改良等、新

しくより失敗の無い様に工夫されている。そのような情報が詰まっ

た母屋であるという事がわかった。 

明治４４年４月に所沢飛行場が開設されたが、飛行場にくる外国

人の要人向けに用意した宿泊部屋には同年６月に購入した、絨毯と

カーペットが保存されていた。明治４４年、既に横浜に存在した綿

製品の輸入業者から直接購入したことも考えられるが、所有者の話

では、同時期事業を拡げていた山田呉服店から仕入れた可能性もあ

るとのことである。また、建築証明などは残っていないが、飛行場

開設にあたって要人を泊めるための客室を増築したり、外国人が訪

れる時には絨毯を敷いて洋間に設えたり、飛行場、養蚕技術改良を

物語っている証のような家だとの感想をもった。 

色々な意味で西新井地区の歴史をよく表している旧家であると

いう事はわかった。書画類については市に寄贈したいという意向が

あり、既に民具については寄贈済みであるとのこと。 

鈴木家としては自分の家の歴史と遺産というものを長らく後世

に残していきたいという意向があるとのことだったが、文書類につ

いてはどのような保管状態か。 

鈴木家が所有するアパートの一室に保管されており、市史編さん

時代に中性紙の封筒と箱に入れ替えて整理済で目録もある。 

町長をやっていた時代もあるので、政治的な資料、地域社会を示

す資料、近隣の市町村で貸してほしいと求められているチラシ類、

これは他ではない貴重な資料である。 

書画類の調査報告書も含めて、改めて指定を視野に入れて今後の

調査を続けていくということででよいか。 

資料数が多いため、種別など、担当委員をこの場で何名か決めて

いただきき、今後は、担当委員と事務局で調整しながら指定に向け

たリスト作成などの準備を進めていきたい。 
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建物については難しいものがあるようだが、担当委員にももう少

し検討頂くという事も必要かと思う。絵画資料や古文書、このよう

な物も改めて文化財的な観点から再確認をしていただき、調査を進

めていくということでよろしいか。話が多岐にわたっているが、鈴

木家に伝わっている民俗資料や絵画資料、古文書関係を文化財とし

てどういう評価が出来るかという事は改めて調査成果を元にして、

審議会として審議・調査を進めていくという事でよろしいか。 

鈴木家は、民俗的には養蚕技術の改良という点で貴重な民具や古

文書があり、飛行場がらみだと歴史資料的な価値もある。美術品や

古文書など、多方面で鈴木家そのものに文化財的価値があり、それ

をどのようなまとめ方をするかが大事である。平成２５年に長屋門

を壊す際に出てきた古文書もあり、繭の蛹をどう殺したかという記

述も残っている。「養蚕製茶萬控帳」で内容を確認した結果、「殺

蛹器」を使用し熱で繭の蛹を殺す方法があり、それが平成２５年に

鈴木家から寄贈されていた。このように、文書で書いてある内容と

実際の道具とそれを行った場とつながってくる。 

これから調査するならば文字資料でうたわれている内容と、養蚕

用具、民具とそれが行われた場とをつないでリンクさせていくとい

うような、どのような指定の仕方をするかも含めて、鈴木家全体の

総合調査をこの審議会で進めていき、決めていくというのが良いの

ではないか。 

個々に分ければ簡単だが、鈴木家という旧家の存在、その中で展

開してきた様々な歴史、生業であり活動、それを物語る資料。その

辺はこれから確認調査を進めていく中で、指定を考えていくと、時

間はかかると思うが一つの方向性は出てくると思う。 

報告書はまとまっているが、古文書や寄贈された民俗資料はどの

程度整理されているのか。 

調査カードはできており、資料リストは作成できる。 

民俗関係については宮本委員、絵画関係については新井委員、古

文書については佐藤委員に担当していただき、建物については改め

て羽生委員のご意見も伺うということで、今後、鈴木家所蔵資料に

ついては指定を念頭においての確認調査を進めていくという事で

よろしいか。 

 異議なし。 

鈴木家所蔵資料については今お願いしたそれぞれの各委員、事務

局の方で作業を進めていただきたい。 

次に「所沢絣 附 製作用具一式」の追加指定についてお願いす

る。 

柳瀬民俗資料館保管ワクッチバリ２点の追加指定とハコワクの

修繕について説明。 

箱の両端にある切りこみの溝が定規で、２辺を伸ばすと織物の横

幅になる。２辺で一幅、２段分の横糸ができる。 

明治中頃から後期が所沢絣の全盛期で、女子供用の需要が多くな

り、中柄、大柄を求められるようになった。ハコワクでは対応しき

れなくなり女子供のものはワクッチバリになった。 

普通糸枠は枠木の頂点が丸いが、ワクッチバリの特徴として、糸を

巻く部分が定規を当てられるように三角に尖っている。作りたい 

柄の寸法を書いた定規を当てて印をつけると、どんな柄もできる 
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というハコワクの発展形がワクッチバリだ。同型のものが柳瀬民俗

資料館で見つかったので、この追加指定についてご審議をいただき

たい。 

これまで展示されていなかったということか。 

柳瀬民俗資料館に展示されていたが、新指定の際には、気が付か

なかった。山口民俗資料館では実際に糸を巻いて使っている様子が

復元されているので、ぜひ足を運んでいただけると嬉しい。 

追加指定でよいと思う。これらは同じ年代のものか？ 

ハコワクの方が少し古い。はっきりと分からないが茎を見ると明

治以降のものではある。小さいハコワクで作っていたものが、大柄

を作るためにワクッチバリを使うようになった。ハコワクが無くな

ったわけではなく、これは男物の絣を作る際に使われていた。 

ハコワクからワクッチバリにした考案者はいるのか？ 

それはわかっていない。明治３０年代にはワクッチバリの方が優

勢になってきている。地元の大工にレプリカを作っていただいた時

に素人でも作れると言われた事がある。 

地元の制作者や巧な人達が工夫して作られたという事だろう。 

所沢の町中で購入したのではないかと思う。 

織物製作用具として面白い内容だと思うが、これについては追加

指定ということでよろしいか。 

異議なし。 

 

報告１「所沢市寿町歴史的建造物整備活用基本方針（素案）」 

「所沢市寿町歴史的建造物整備活用基本方針（素案）」の報告を

行った。 

質問、確認事項等はあるか。秋田家住宅関係はどんな状況か。 

１０月に第３回策定委員会を開催して素案を確認した。１１月に

は市議会への説明、１２月には市民フォーラムとパブリックコメン

トを実施予定であり、それらの意見を踏まえて、最終調整を行い、

３月末迄に基本方針を策定する。 

２ 事務局からの各種報告 

 文化財保護、ふるさと研究、埋蔵文化財調査センターの各グルー

プから、事業報告を行った。 

ミヤコタナゴについては、今の柳瀬川では放流はなかなか難しい

と考える。滑川町では、移殖先が見つかっており、滑川町と並行し

て所沢市でも何かの形で移殖する場所を作るようにしたいという

思いがある。 

何か具体的な案があるか。 

埋蔵文化財調査センターの付近に公園ができると聞いたが、いか

がか。 

白幡塚を公有地化しており、今後、あの一帯を公園化する構想が

ある。 

保護事業を次の段階に進める必要があるということか。 

今の柳瀬川の環境では再生するのはかなり難しい。埋蔵文化財調

査センターの一帯を公園にしていただき、池などを作ってそこで神

奈川県の試験場で行っている方式で増やしていけばよいのではな

いかと考えている。 
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議 長 

 

 

 

 

 

委 員 

議 長 

事務局 

議 長 

 

 

 

ミヤコタナゴは所沢のひとつの顔でもあり、これまで様々な方法

で継続して養育を続けてきており、次の展開を考えていかなければ

ならならないとも思う。それについては金澤委員のご助言、ご指導

をいただき事務局と進めていただきたい。 

報告事項は以上をもって了解をいただいたという事でよろしい

か。 

異議なし。 

これで議題・報告はすべて終了した。事務局からは何かあるか。 

次回の文化財保護委員会については３月頃を予定している。 

進行を事務局に戻す。 

 

「小茂田青樹写生画・山路慎護油彩画展」（３階企画展示室）を

見学後、会場内で閉会する。 


